
                             

 

 

 

平成２７年度の委員会運営方法について 

 

１ 付議事件 

  ＭＩＣＥの推進、国際コンテナ戦略港湾の推進、国際戦略総合特区の推進、文化・芸術等の 

  大規模集客イベントの開催に関すること。 

 （参考：過去の特別委員会における調査・研究内容） 

【平成２６年度：調査・研究テーマ】 

横浜における創造都市戦略とその検証について 
＜選定理由＞ 

 本市においても、ヨコハマトリエンナーレ 2014 や東アジア文化都市 2014 横浜などさまざまな創
造都市に関する事業を行っているが、本来の創造都市が意味するところは、地域の人的・文化的資
源を活用し、文化と産業を融合させ創造的な問題解決をしていき、持続可能な都市に再生させてい
くことや、多様性があり寛容で新しいアイデアに開放的な場所を好むクリエーティブクラスが集ま
ることにより、地域経済が成長していくことである。現在の施策については文化的な要素に偏りが
ちであるため、本市がこれまで行ってきた創造都市戦略の検証及び今後の施策のあり方等について
調査・研究を行うこととした。 

【平成２５年度：調査・研究テーマ】 

横浜の発展に寄与するＭＩＣＥ戦略について 

＜選定理由＞ 
 本市は、これまでアフリカ開発会議等の国際会議を成功させてきた実績がある。しかし、ＭＩＣ
Ｅの推進による経済波及効果を狙い大規模な国際会議や展示会等の誘致競争は、世界の各都市のみ
ならず日本国内の各都市間でも激化している。その大きな理由の一つに高い経済波及効果が上げら
れるが、どのようなＭＩＣＥの推進と実施が本市の経済などの発展に寄与できるのか、今後も本市
がＭＩＣＥ開催都市として選ばれ続けるために、今後 10 年程度を見据えた本市のＭＩＣＥのあり方
を議論必要があると考えたため。 

【平成２４年度：調査・研究テーマ】 

観光・創造都市戦略における国際都市横浜の魅力づくりについて 
＜選定理由＞ 

 観光・ＭＩＣＥ・創造都市の推進について、横浜市中期４か年計画の中で新たな成長分野とし
て、「観光・創造都市戦略」を横浜版成長戦略の一つに据えて、重点的に取り組んでいるが、都
市間競争が激化する中で「観光・創造都市戦略」を着実に進め、国際都市横浜として都市の魅力
を高めるためには、より具体的で実効性の高い施策を推進していく必要がある。そのため、現地
視察や専門家からの意見聴取などを行い、「観光・ＭＩＣＥ・創造都市よこはま」を早期に確立
させるための横浜の魅力づくりについて調査・研究を行う必要があると考えたため。 

 

２ 市会運営委員会（平成２４年５月８日開催）での特別委員会運営方法に関する決定事項 

・付議事件の調査・研究を目的として、委員間の意見交換、事例視察や参考人意見聴取などを

行う。 

・委員会報告書は、付議事件に対する結論や一定の方向性を得たとき又は議員任期が満了する

ときに議長に提出するものとする。 

 

３ 平成２７年度調査・研究テーマ（案） 

  ・東京オリンピック等を見据えた横浜らしい観光・ＭＩＣＥの推進について 

観光・創造都市・国際戦略特別委員会 

平成２７年６月４日 


